
藤田孝典　NPO法人ほっとプラス
代表理事、反貧困ネットワーク埼玉
代表。著書に『下流老人』（朝日新
書）、『貧困世代』（講談社現代新書）
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10月23日　岡山県議補選で新人で福島避難者の大塚愛さ
んが当選。昨年亡くなった横田えつこ県議の市民派の議席
を守る。みどり岡山代表の鬼木のぞみ岡山市議も応援。

11月7日  ヘリパットの建設が強行的に進められる沖縄県国
頭郡東村高江。自治体議員立憲ネットワーク。写真はN1ゲー
ト前でスピーチする中山均（新潟市議、緑の党共同代表）。

9月14日　緑の党も応援する供託金違憲訴訟の第一回公判
に東京地裁入廷行動から参加。50人を超える参加で傍聴席
に入れない人もあり、次回公判は大法廷に。

地球ひとつぶで生きる

地球ひとつぶで生きる
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そ
う
で
す
ね
。
や
ま
ゆ
り
園
事

件
は
単
な
る
差
別
事
件
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
う
ひ
と
つ
「
電
通
過
労
死
」
も
象

徴
的
で
す
。東
大
を
出
て
も
過
労
死
に
追

い
込
ま
れ
る
状
況
な
ん
で
す
。
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『
下
流
老
人
』『
貧
困
世
代
』と
続

け
て
出
版
さ
れ
、
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

藤
田　

年
間
5
0
0
件
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は
社
会
を
映

し
出
す
鏡
で
す
。ミ
ク
ロ
の
問
題
へ
の
一
つ

ひ
と
つ
の
対
応
だ
け
で
は
社
会
は
な
か

な
か
良
く
な
ら
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま

す
。
貧
困
の
現
実
を
知
っ
て
も
ら
い
、
社

会
を
変
え
る
た
め
に
は
政
治
を
変
え
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
発

信
し
て
い
ま
す
。ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
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年
収
4
0
0
万
円
だ
と
厚
生
年

金
は
約
16
万
円
、パ
ー
ト
ナ
ー
の
国
民
年

金
を
含
め
て
夫
婦
で
20
万
円
前
後
で
す
。

で
も
、
医
療
・
介
護
問
題
が
生
じ
た
り
、

子
ど
も
が
非
正
規
雇
用
や
「
う
つ
」
と
か

で
実
家
に
戻
っ
て
く
る
な
ど
す
る
と
、
老

後
は
安
泰
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

企
業
福
祉
は
後
退
し
て
い
て
、終
身
雇

用
は
破
綻
し
退
職
金
も
減
っ
て
い
る
。
他

方
で
家
族
も
所
得
が
下
が
り
、
高
齢
者

の
年
金
に
依
存
す
る
若
者
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
親
を
頼
る
実
家
暮
ら
し
の

30
代
以
下
の
若
者
は
50
％
を
超
え
て
い

ま
す
。
昔
は
子
ど
も
が
親
を
支
え
た
け

ど
、今
は
逆
の
ケ
ー
ス
が
か
な
り
増
え
て

い
ま
す
。
長
寿
化
の
た
め
老
後
が
長
く
な

り
、預
貯
金
が
も
た
な
い
こ
と
も
老
後
破

綻
の
原
因
で
す
。
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だ
か
ら
「
一
億
総
下
流
老
人
」「
一

億
総
老
後
崩
壊
」
と
警
鐘
し
て
い
る
の
で

す
。
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貧
困
問
題
の
震
源
地
は
雇
用
問

題
で
す
。若
者
が
非
正
規
の
低
賃
金
で
生

き
て
い
け
な
い
、
他
方
で
電
通
事
件
の
よ

う
に
長
時
間
労
働
で
う
つ
に
な
り
過
労

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
。
若
者
の
う
つ
の

罹
患
率
は
20
年
前
の
６
倍
で
す
。

　

奨
学
金
問
題
も
、
親
の
所
得
が
減
っ
て

仕
送
り
も
年
々
減
少
し
、５
割
の
学
生
が

奨
学
金
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も

卒
業
し
て
就
職
し
て
も
非
正
規
の
低
賃

金
だ
と
返
済
も
で
き
ま
せ
ん
。政
府
の
無

策
の
ツ
ケ
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
す
べ
て
が
企
業
任
せ
家
族
任

せ
で
す
。し
か
し
企
業
は
責
任
を
果
た
さ

ず
、
家
族
も
守
り
切
れ
な
い
状
況
で
す
。

子
ど
も
の
い
る
世
帯
で
は
男
性
が
働
い

て
も
子
ど
も
の
教
育
や
大
学
ま
で
の
進

学
を
さ
せ
る
の
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
女
性
も
働
か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て

い
る
。だ
か
ら
保
育
所
問
題
が
浮
上
し
て

い
る
。
女
性
が
働
く
こ
と
自
身
は
よ
い
こ

と
だ
け
ど
、非
正
規
の
低
賃
金
と
い
う
厳

し
い
状
況
で
働
か
れ
さ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
安
倍
首
相
も
家
族
重
視
で
、

今
は
少
数
派
の
三
世
代
家
族
を
支
援
し

た
り
し
て
い
る
。
過
去
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

で
す
。
高
所
得
者
は
こ
れ
ま
で
の
家
族
観

で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
で
、
現
実
が
見

え
て
い
な
い
。
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こ
れ
ま
で
は
企
業
と
家
族
が
福

祉
を
担
っ
て
き
た
の
で
、
人
々
に
と
っ
て

社
会
保
障
が
遠
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
自
己
責
任
・
自
助
努

力
を
求
め
る
国
な
の
で
、社
会
保
障
を
求

め
て
役
所
の
窓
口
に
行
く
の
は
「
恥
ず
か

し
い
」
と
感
じ
、
生
活
保
護
を
受
け
る

と
バ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
て
し
ま
う
。
政
府
か

ら
支
援
を
受
け
る
の
は
「
だ
ら
し
な
い
こ

と
」
と
曲
解
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
。

　

大
切
な
の
は
、「
脱
商
品
化
」の
視
点
で

す
。
今
は
お
金
が
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い

社
会
で
す
。
住
宅
や
大
学
教
育
、
保
育
・

医
療
・
介
護
に
も
お
金
が
か
か
る
。
生
活

の
イ
ン
フ
ラ
の
交
通
・
電
気
・
水
道
な
ど

も
そ
う
で
す
ね
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
税
金
を

投
入
し
て
、
商
品
化
の
程
度
を
抑
え
て

切
り
離
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
政

策
の
方
向
性
が
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

欧
米
各
国
で
は
、
賃
金
が
低
け
れ
ば

政
府
が
住
宅
手
当
を
支
給
し
た
り
、
生

活
保
護
の
よ
う
に
丸
抱
え
で
は
な
く
分

割
し
て
所
得
手
当
を
す
る
と
か
、
働
い
て

い
る
い
な
い
に
関
係
な
く
給
付
の
対
象

に
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
奨
学
金
も

無
償
給
付
で
す
。無
償
化
の
領
域
を
増
や

す
と
い
う
こ
と
で
す
。
政
治
の
責
任
、
政

府
の
出
番
で
す
。
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す
で
に
、
答
え
は
出
て
い
ま
す
。

社
会
共
通
資
本
、
み
ん
な
が
使
う
も
の

に
は
税
を
入
れ
て
い
こ
う
、
と
。
そ
れ
を

部
分
的
に
進
め
て
い
く
、
ま
ず
は
高
等

教
育
の
無
償
化
、さ
ら
に
住
宅
や
保
育
も

「
そ
う
だ
！
」
と
広
げ
て
い
く
。
社
会

保
障
の
財
源
は
、
取
ら
な
い
と
な
い
。
現

状
を
見
て
「
税
金
を
上
げ
な
い
」
と
い
う

方
針
案
は
論
外
で
す
。
金
持
ち
も
低
所

得
者
も
、み
ん
な
が
税
金
を
払
い
た
く
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
雰
囲
気
を
変
え
る

「
言
説
」
戦
略
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
な
い
と
、
ど
ん
な
社
会
保

障
像
を
描
い
て
も
夢
で
あ
り
寝
言
で
す
。

み
ん
な
が
払
っ
て
、
み
ん
な
が
恩
恵
を
受

け
る
シ
ス
テ
ム
に
変
え
る
こ
と
で
す
。
み

ん
な
が
恩
恵
を
受
け
る
と
実
感
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
所
得
制
限
の
選
別
主

義
か
ら
普
遍
主
義
に
変
え
る
こ
と
で
す
。

し
か
も
「
1
・
8
兆
円
で
大
学
の
学
費
が

無
償
に
な
る
よ
」な
ど
分
か
り
や
す
く
打

ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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い
か
に
経
済
成
長
す
る
か
、
所
得

を
上
げ
る
か
で
は
な
く
て
、脱
商
品
化
に

よ
っ
て
支
出
を
下
げ
る
こ
と
で
暮
ら
し

や
す
く
す
る
。成
長
し
た
ら
社
会
保
障
が

充
実
す
る
と
い
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど
ウ
ソ

と
言
っ
て
い
い
。
脱
成
長
路
線
し
か
な
い
。

経
済
成
長
を
し
な
く
て
も
痛
み
を
伴
わ

な
い
シ
ス
テ
ム
に
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

す
ぐ
に
は
伝
わ
ら
な
い
け
ど
、
徐
々

に
伝
わ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
の
40
代
以

下
は
、
う
す
う
す
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
ど
う
風
穴
を
開
け
る
か
だ
と
思
い
ま

す
。「
安
倍
さ
ん
は
頑
張
っ
た
け
ど
ダ
メ

だ
っ
た
ね
、
そ
ろ
そ
ろ
別
の
方
向
に
チ
ェ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
」
と
訴
え
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
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希望の芽も育ちはじめた
　安倍政権は7月の参院選で多数を確保し、
国会では改憲勢力が３分の２を占めました。
その後、沖縄での米軍基地建設の強行、TPP
批准議案の採決、改憲議論の準備など、民
意を無視した強権的な政治を推し進め、さら
に総裁任期延長など、独裁的な権力基盤の
構築も急いでいます。
　一方で、参院選での「1人区」32のうち11選
挙区での野党市民共闘の勝利、そして10月の
新潟県知事選での脱原発候補の勝利は、未
来への希望も示し、安倍政治に対抗する政治
的拠点をつくり出しました。私たち緑の党も含
む多様な力と個性が有機的に協力することに
よって政党団体の単なる組み合わせにとどま
らず、柔軟で豊かな活動を可能にしたのです。

衆院選での巻き返しをめざそう
　衆院は早ければ1月あるいは来秋の解散
の可能性が指摘されています。１人しか当選
しない小選挙区で、圧倒的な支持率を有する
自民・公明勢力の議席をひとつでも減らすた
め、野党市民共闘をさらに強化することが必
要です。自民党が「圧勝」した2014年衆院
選の結果を分析すれば、野党候補の一本化
によって改憲勢力が3分の2を割るという試
算もあります。7月の参院選でも自民党は前回
（2013年）より後退しており、野党と市民は大
きく巻き返しができる可能性があるのです。
　アベノミクスの失敗も明らかになり、格差・
貧困の固定化が進み、社会の閉塞感が深ま
るなか、未来への希望を示す社会ビジョンの
提示も大きな課題です。

アメリカ大統領選でのトランプの勝利やイギリスの EU離脱など、格差・貧困・分断、そして
差別・排外主義的な政治が世界的に強まっています。日本でも憲法改悪の流れが加速し、格
差・貧困の拡大がさまざまな形で噴出し、どうすべきかが問われています。反貧困の社会運
動を担ってきた藤田孝典さんに、現状認識と「ともに生きる社会」への提案をうかがいました。

未来への種まきとなる野党市民共闘を衆院選

（2016年11月9日インタビュー）

「格差と貧困」を解消するために　
『21世紀日本の格差』（橘木俊詔、岩波
新書）は、日本の格差と貧困の実態につ
いて、男女格差、老老格差、富裕層など、
多様な視点から総合的に解説した好著。
『雇用身分社会』（森岡孝二、岩波新書）
は、雇用形態の違いから身分的差別とも
いえる深刻な分断が生じているとして日
本政府と企業の対応を厳しく批判。北欧
諸国などの社会保障あり方、考え方との
比較を通して日本の社会福祉のあるべき
姿を探る『生活保障』（宮本太郎、岩波
新書）や『格差と貧困のないデンマーク』
（千葉忠夫、PHP新書）は、格差解消につ
いて考える視野を広げてくれます。

市民主導で野党統一をすすめ、
未来へのさらなる種まきを
　緑の党は市民のみなさんとともに、野党共
闘に消極的な民進党に翻意を促し、他の政党
とも協議し、共同候補の擁立と選挙準備に積
極的に取り組みます。また、制度的にも政治情
勢的にもハードルは高いものの、ブロック比
例での統一名簿方式や小選挙区への仲間の
擁立も模索します。そして、そうした調整や協
議を今後の政治流動化への対応や将来的な
新たな政治勢力の形成につなげていきます。
　来る衆院選に向けて、そしてその後の社会
や政治を見据え、真に希望の持てる市民の政
治的空間の拡大をもたらす、新しい未来への
種まきをすすめましょう。

2016年11月　緑の党運営委員会

オススメ！
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藤田孝典　NPO法人ほっとプラス
代表理事、反貧困ネットワーク埼玉
代表。著書に『下流老人』（朝日新
書）、『貧困世代』（講談社現代新書）



2
0
1
6
年
11
月
4
日
に
発
効

し
た
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
条

約
パ
リ
協
定
は
、
世
界
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
「
化
石
燃
料
の
時
代
の
終
わ

り
」
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。
異
例
の

早
さ
で
発
効
し
た
背
景
に
は
、
気
候

変
動
の
強
い
危
機
感
、
気
候
正
義
の

実
現
を
め
ざ
す
国
際
社
会
の
良
心

と
、
脱
炭
素
化
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
め
ぐ
る
潮
流
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
各
国
は
、「
排
出
ゼ
ロ
」
に
向
け

て
目
標
・
対
策
を
引
き
上
げ
続
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

日
本
は
１
０
３
番
目
の
参
加

11
月
13
日
現
在
、
パ
リ
協
定
に

は
1
0
9
の
国
・
地
域
が
締
結
済

み
で
す
。
早
期
の
批
准
で
世
界
を

リ
ー
ド
し
た
米
国
と
中
国
を
は
じ

め
、
Ｅ
U
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ

キ
シ
コ
、
韓
国
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

環
境
先
進
国
を
自
任
す
る
日
本
は
、

発
効
要
件
の
達
成
、
発
効
日
、
Ｃ
O

Ｐ
22
開
幕
日
の
い
ず
れ
に
も
間
に
合

非
民
主
的
で
不
透
明
な
手
続
き

11
月
4
日
、
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
承

認
案
が
衆
院
特
別
委
員
会
で
与
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
過
程
は
、
国
際
的
に
も
不

透
明
で
非
民
主
主
義
的
で
す
が
、加
え
て
今
国
会
で
の
「
数

の
力
」
に
よ
る
強
引
な
議
会
運
営
は
、
と
て
も
納
得
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
も
、
離
脱
を
表
明
す
る

ト
ラ
ン
プ
氏
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
当
選
に
よ
り
協
定
の
発

効
が
き
わ
め
て
困
難
と
な
る
な
か
で
の
暴
挙
で
す
。

脅
か
さ
れ
る
国
や
地
域
の
自
己
決
定
権

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
「
自
由
貿

易
」
を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、「
多
国
籍
企
業
に
よ
る
管

理
貿
易
の
強
化
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
食
の
安

全
、
農
業
、
労
働
、
医
療
・
健
康
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ま
で

民
主
主
義
と
そ
の
国
や
地
域
の
文
化
や
風
習
を
背
景
と
し

た
制
度
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
価
値
観
そ
の
も
の
が
、
多

国
籍
企
業
の
経
済
論
理
に
よ
っ
て
変
え
ら
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
5
0
0
0
人
、
ペ
ル
ー
や
チ
リ

で
も
数
千
人
規
模
の
デ
モ
が
起
き
て
い
ま
す
。
経
済
規
模
の

一
番
大
き
い
米
国
の
離
脱
の
可
能
性
が
高
ま
り
、
カ
ナ
ダ

も
こ
こ
に
き
て
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
欧

州
や
カ
ナ
ダ
版
の
Ｔ
Ｔ
Ｐ
で
あ
る
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
や
Ｃ
Ｅ
Ｔ
Ａ

へ
の
反
対
行
動
も
拡
大
し
、
ド
イ
ツ
で
は
７
都
市
同
時
に
合

計
30
万
人
以
上
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
5
0
0
0
人
、
ス
ペ
イ
ン

で
も
数
千
人
の
デ
モ
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
国
籍
企
業
は
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
地

域
の
制
度
に
干
渉
し
よ
う
と
試
み
て
き
ま
し

た
が
、
今
そ
れ
に
対
し
「
Ｎ
Ｏ
」
を
つ
き
つ
け

る
世
界
的
な
市
民
の
動
き
が
形
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

も
つ
緑
の
党
も
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

長
谷
川
平
和（
緑
の
党
共
同
代
表
）

　世界約90カ国の緑の党やNGOなどが一
同に会するグローバル・グリーンズ世界大会。
2001年キャンベラ、2008年サンパウロ、2012
年ダカールに続き、第4回大会が2017年3月30
日(木）～4月2日（日）に開催され、緑の党グリー
ンズジャパンも派遣団を送ります。場所はEU離
脱の衝撃の残る、イギリスのリバプール。今後
の世界の動向の展望や、国際的・同時代的な
課題の解決に向けて議論と連携を深めます。

わたしたちの課題は
世界中とつながっている　
グローバル・グリーンズ世界大会開催に寄せて

　2005年のAPGN（アジア太平洋緑の党ネッ
トワーク）京都会議の開催に参画し、2008年
にブラジルのサンパウロで開催されたGlobal 
Greens世界大会 、2010年に台湾で開催され
たAPGN会議に参加しました。緑の国際会議
は、とにかくエネルギッシュ！　状況に違いは
あれども、同じように悩み、でも未来に想いを
馳せ、今この時に活動している世界のGreens
にたくさんの刺激と勇気をもらいました。そし
て、私たちの課題が世界中とつながっている
のだということを再確認する機会としても、大
きな財産になりました。
　サンパウロでは、英語をろくに喋れないの
に、アジア太平洋ブロックを代表して英語でス
ピーチをすることに…。我ながらよくやったな
あと思います。そして、なんと、尼崎市が姉妹
都市提携をしているドイツのアウクスブルク
市との交流の際に、その時のスピーチのドイ
ツ語訳をネットからコピーして持ってきてくだ
さった方がいたのです。とにかく、自分が使っ
たエネルギー以上のエネルギーをもらえるの
がGreensの国際会議です。世界中で、社会
の閉塞感が人々を不寛容にしがちな今、Glob
al Greensのネットワークにつなが
るメンバーが集まる意義は、なお
さら大きいと感じます。

稲村和美（兵庫県尼崎市長）　

　2017年3月で打ち切られようとしている原発事故自主
避難者への住宅支援。約3 万人に深刻な影響が出ると
言われています。待ったなしの状況の中、私たちにでき
ることはなんなのか、各地の避難当事者の方々と考え、
模索します。第一弾は12月、東京で開催。
●日時：12/20（火）19:00-21:00　●場所：高円寺GRAIN　
●お話：草野和美さん（いわき市からの避難者） 
※詳しくはホームページをご覧ください。

「新電力への乗り換え」「原発運転差し止め仮処分」を全国で起こそう！ 

9/11 佐藤かずよし 福島県いわき市議選 元職 推薦

当選
10/16 米山隆一 新潟県知事選 新人 推薦

10/23 野沢けさゆき 山梨県笛吹市議選 現職 推薦

10/23 大塚愛 岡山県議補選 新人 応援

10/23 鈴木ようすけ 衆院東京10区補選 新人 支持

落選

11/20 金子とおる 栃木県宇都宮市長選 新人 推薦

11/20 小林としはる 栃木県知事選 新人 支持

11/20 竹内えいこ 新潟県柏崎市長選 新人 推薦

11/20 本田かずみ 新潟県南魚沼市議補選 新人 公認

『武器輸出大国ニッポンでいいのか』
●著：池内了（名古屋大学・総合研究大学院大学名誉教授）
／古賀茂明（元経済産業省官僚）／杉原浩司
（武器輸出反対ネットワーク＝NAJAT代表
緑の党運営委員）／望月衣塑子（東京新聞
社会部記者）　●出版社：あけび書房　
●定価：1500円　●刊行日：2016年9月23日

『Re:次の時代を、先に生きる。
まだ成長しなければ
ダメだと思っている君へ』
●著：髙坂 勝（緑の党 初代共同代表、
「たまにはTSUKIでも眺めましょ」店主）
●出版社：ワニブックッス　●定価：1300円
●刊行日：2016年10月26日

カンパにご協力を !

〒166-0002
東京都杉並区高円寺北2-3-4 高円寺ビル601
TEL 03-5364-9010　FAX 03-3223-0080

E-Mail greens@greens.gr.jp

城南信用金庫　高円寺支店（店番号036）　普通預金
口座番号:340392　名称:緑の党グリーンズジャパン

郵便口座　ゆうちょ銀行　
口座番号:00100-9-262967　名称:緑の党
　他金融機関からのお振り込みの場合　当座預金
　店名:〇一九（ゼロイチキュウ）　口座番号:262967

発行 : 緑の党 グリーンズジャパン　デザイン : TR.デザインルーム　印刷 : 株式会社ナポ　この印刷物は鉱物油成分の一部を大豆油等におきかえた植物油インキで印刷され、環境に配慮した資材と工場で製造されています。

わ
ず
、
1
0
3
番
目
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

米
国
新
大
統
領
の
影
響
を
心
配

す
る
人
も
い
ま
す
が
、
気
候
の
科
学

は
明
白
で
す
し
、
パ
リ
協
定
は
す
で

に
発
効
し
て
い
ま
す
か
ら
、
脱
炭
素

化
の
流
れ
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。
マ
ラ

ケ
シ
ュ
会
議
の
交
渉
は
選
挙
前
と
同

様
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
で
い
ま
す
し
、中

国
政
府
は
、
米
大
統
領
が
変
わ
っ
て

も
パ
リ
協
定
に
取
り
組
む
立
場
は
変

わ
ら
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急
成
長
は
経
済
・

雇
用
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
た

め
、
各
国
は
国
益
の
た
め
に
も
パ
リ

協
定
の
実
施
を
続
け
る
で
し
ょ
う
。

地
域
か
ら
先
進
的
取
り
組
み
を

今
日
本
に
必
要
な
の
は
、
脱
炭
素

の
対
策
強
化
の
気
運
を
高
め
、
実
施

を
広
げ
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

化
石
燃
料
や
原
発
の
よ
う
な
汚
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
か
ら
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

1
0
0
％
に
向
か
う
た
め
の
政
策

措
置
を
導
入
し
、
そ
の
義
務
と
責
任

を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
レ
ベ
ル
の
対
策
は
進
ん
で
い
ま
せ

ん
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
地
域
レ
ベ

ル
で
排
出
ゼ
ロ
・
再
エ
ネ
1
0
0
％

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
先
進
的
な
取

り
組
み
を
広
げ
る
べ
き
で
す
。
パ
リ

協
定
の
時
代
、
緑
の
党
に
は
非
常
に

大
き
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

伊
与
田
昌
慶（
気
候
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
員
）

Ｃ
O
Ｐ
22
開
催
中
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
よ
り

世界の温室効果ガス排出をゼロにする「パリ協定」発効

TPPは多国籍企業による民主主義への干渉
グローバルな市民のネットワークで食い止めよう

司
法
の
力
で
原
発
は
止
ま
る

2
0
1
1
年
ま
で
は
全

国
で
数
多
く
の
原
発
裁
判
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
裁
や

高
裁
で
勝
っ
た
の
は
僅
か
２

回
し
か
な
く
、
ど
れ
も
上
級

審
で
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
私
は
原

発
裁
判
だ
け
は
決
し
て
や

り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
私
が
7
月
に
伊
方
原

発
運
転
差
し
止
め
仮
処
分
を
大
分
地
裁
に
申
し
立
た

て
た
の
で
す
。
そ
れ
は
、
今
年
の
3
月
9
日
に
滋
賀
県

大
津
地
裁
の
山
本
裁
判
長
が
福
井
県
の
高
浜
原
発
3
、

4
号
機
を
止
め
る
仮
処
分
決
定
を
出
し
、
も
う
す
ぐ
１

年
に
な
る
と
い
う
の
に
高
浜
原
発
は
い
ま
だ
に
止
ま
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
私
は
、「
被
害
を
受
け
る
だ
け
の
住

民
が
他
県
の
原
発
裁
判
を
や
っ
て
も
い
い
ん
だ
」と
気
づ

い
た
の
で
す
。

全
国
で
取
り
組
め
ば
電
力
会
社
は
音
を
上
げ
る

伊
方
原
発
は
広
島
と
松
山
と
大
分
で
同
時
に
3
つ

の
裁
判
所
で
仮
処
分
の
審
尋
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
か
1
つ
だ
け
で
も
勝
て
ば
伊
方
原
発
は
止
ま
り
ま

す
。
伊
方
が
止
ま
れ
ば
年
間
数
百
億
円
以
上
の
利
益
が

吹
っ
飛
ぶ
の
で
す
か
ら
、
四
国
電
力
は
大
打
撃
で
、「
仮

処
分
の
決
定
が
出
る
ま
で
は
料
金
値
下
げ
を
見
合
わ

る
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
全
国
の
原
発
で
周
辺
住
民
が
一

斉
に
運
転
差
し
止
め
仮
処
分
を
申
し
立
れ
ば
電
力
会

社
は
音
を
上
げ
る
で
し
ょ
う
。
新
電
力
へ
の
乗
り
換
え

と
原
発
裁
判
で
1
日
も
早
く
原
発
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

「
緑
の
党
お
お
い
た
」
は
そ
の
先
頭
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

小
坂
正
則（
伊
方
原
発
を
止
め
る
大
分
裁
判
の
会
事
務
局
長
：

緑
の
党
地
域
代
表
協
議
会
議
長
）

　9月～11月の自治体選挙

福島原発事故避難者「住宅支援打ち切り」問題

司
法
の
力
で
原
発
は
止
ま
る

国
で
数
多
く
の
原
発
裁
判
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
地
裁
や

高
裁
で
勝
っ
た
の
は
僅
か
２

回
し
か
な
く
、
ど
れ
も
上
級

審
で
ひ
っ
く
り
返
さ
れ
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
私
は
原

発
裁
判
だ
け
は
決
し
て
や

り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

写真：11/1緑の党国会報告会を開催。衆院特別委で緊迫するTPP問題について舟山やすえ参議院議員（無所属）より鋭い指摘

アクション！

オススメ！

グローバル・グリーンズ
第4回大会、リバプールで開催

写真：11月13日にマラケシュで開催された気候マーチに欧州緑の党も参加


